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水泳事故対応マニュアル

事故発生

児童名・発見時刻確認

意識・呼吸の確認

他の教職員を集める 職員室へ応援要請
（携帯・内線）

意識の確認
呼吸確認
気道確保

本部へ状況連絡
メモをとる

※ＡＥＤ入れに
入っています

現場との連絡

ホワイトボードに記録

搬送先・児童の状況確認

同乗者確認

トランシーバー持参

わかっている事実を

保護者へ第一報

搬送先・児童の状況等

保護者へ連絡

保健調査票

緊急連絡票

病気ファイルを

コピーして準備

門の鍵

トランシーバー

保健調査票・緊急連絡票・

病気ファイルのコピー・

お金を持参して門を開ける

現場まで誘導

保健調査票・

緊急連絡票・病気

ファイルのコピーお金

を
搬送先・児童の状況等

本部へ連絡

搬送先・児童の状況確認

教育委員会へ報告

（第一報）

タクシーで追いかける

救急隊に状況説明
救急車へ同乗

保健調査票・緊急連絡
票のコピーを預かる
携帯電話・お金持参

保険証・子ども医療費

受給者証持参依頼

携帯回線確保依頼

救急車要請確認

令和 年 月 日
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教育委員会へ報告

（経過）

救急車要請確認

今後の対応検討

本部へＡＥＤ通電時刻

連絡

児童引き上げ

事情がわかる児童に

他の児童を校舎内へ

誘導

処置現場の見えない

方向へ誘導

119通報（携帯）
時刻確認
ＡＥＤ準備

人を集める

意識なし
直ちに

心肺蘇生

胸骨圧迫

３０回

（人工呼吸

２回）
を絶え間なく
※人工呼吸を

ためらわれる時

は胸骨圧迫のみ

児童名・症状

事故発生時刻

対応職員名

ＡＥＤ使用時刻

救急車要請時刻

救急車到着時刻

搬送先病院

同乗者

記録

現場保持・写真記録

ＡＥＤ使用
指示に従って操作

意識

あり

気道確保

回復体位

経過観察

教室のカーテンを閉める

残った児童への指示

放送

教室のカーテンを

閉める

メモをもとに

救急隊に経過報告

メモを同乗者に渡す
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水泳事故 水泳事故 水泳事故 水泳事故 水泳事故

事故発生時刻確認

教職員を集める

（放送）

教職員の役割指示

現場との連絡役

ホワイトボードに

記録

児童から離れず観察

現場に（助けを呼び）

人を集める

児童の意識

呼吸を確認

気道確保

心肺蘇生法実施

胸骨圧迫30回
（人工呼吸2回）

強く・速く・絶え間なく

トランシーバー・ペン

をもって現場へ

到着次第連絡役に

本部に児童の状況

を随時連絡

メモを残す

他の児童をプール

からあげて誘導

事情が分かる児童

には聞き取り

現場が見えない

場所（向き）で

必要であれば

応援要請

門のカギ

保健調査票

緊急連絡票

病気ファイルのコピー

トランシーバー・

お金・携帯電話を

持って門を開けに行く救急車の要請（指

示）

保険証・緊急連絡

票・病気ファイルの

コピーをとる

門付近の児童の

誘導・指示

現場への誘導

保健調査票

緊急連絡票

病気ファイル

のコピー・お金を

同乗者に渡す

救急車で搬送後

現場保持

写真記録につとめる

本部と連絡をとる

搬送先病院

児童の意識・状況

わかっている事実

のみを的確に

現在の対応を説明

かかりつけを確認

※保険証持参依頼

携帯電話はいつで

もつながるよう、使

わないでもらうこと

を依頼

保護者へ第一報

教育委員会への第

一報報告

教育委員会へ報告

（経過）

タクシー依頼

他の役割の状況

随時確認

もれ・不足があれば

各部署へ知らせる

タクシーで搬送先

へ
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水泳事故対応マニュアル 令和 年 月 日

救急車へ同乗

保健調査票

緊急連絡票

病気ファイルのコピー

携帯電話・お金

持参

時系列記録の写真

を撮っておく（保存）

今後の対応検討

保護者対応

児童対応

マスコミ対応

教職員対応 等

児童を水中から

引き上げる

搬送先確認

児童名・症状

事故発生時刻

対応職員名

ＡＥＤ使用時刻

救急車要請時刻

救急車到着時刻

搬送先病院

同乗者

児童名・症状
事故発生時刻
対応職員名
ＡＥＤ使用時刻
救急車要請時刻
救急車到着時刻
搬送先病院

搬送先病院

児童の状況

付添者

等を連絡

※必要な情報を

的確に

保護者に不安を

与えないよう、冷

静かつ温かな言

葉で

救急車を携帯で

要請する

時刻確認をする

職員室へＰＨＳで

連絡して応援要請校内児童への対応指示

教室カーテンを閉める

搬送先・児童の状

況確認 ＡＥＤ使用

メモを受け取る

ＡＥＤの準備をす

る

教室のカーテンを

閉める

メモをもとに救急

隊に経過報告

メモは同乗者に



水泳事故

児童対応補助
本部からの応援

水泳事故 水泳事故

現場対応④
本部からの応援

現場対応③
児童対応

水泳事故

現場対応①
水泳事故

現場対応②

水泳事故対応マニュアル プール対応用 ※プールサイドに持参
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時刻確認

AED・毛布・タオル用意

令和 年 月 日

京都市立 小学校

補助がくるまで
本部へ状況連絡（トランシーバー）

※可能ならメモを取る

搬送先・児童の状況等

本部へ連絡

事故発生

他の児童をプールから上げ，

校舎内へ誘導

現場と反対側・現場の見えない

方向から校舎内へ誘導

職員室へ応援要請（携帯・内線）

ＡＥＤ使用・心肺蘇生実施
胸骨圧迫３０回・人工呼吸２回

を絶え間なく

※人工呼吸をためらわれる時は

胸骨圧迫のみ

トランシーバーをもって現場へ

到着次第連絡役に回る

本部へ随時状況連絡

（トランシーバー）

事故対応メモを取る。

※ＡＥＤの中に入っています。

救急車到着・搬送後

現場保持・写真記録

救急車到着・搬送後

現場保持・写真記録

事情がわかる児童には聞き取り

他の児童をプールから上げ，

校舎内へ誘導

現場と反対側・現場の見えない

方向から校舎内へ誘導

事故発生

意識の確認
呼吸確認
気道確保

救急隊に状況説明
救急車へ同乗
保健調査票

緊急連絡票のコピーを預かる
携帯電話・お金持参

児童引き上げ

人を集める

意識なし

直ちに

心肺蘇生

胸骨圧迫３０回

人工呼吸２回

を絶え間なく
※人工呼吸がた

めらわれる時は

胸骨圧迫のみ

ＡＥＤ使用
指示に従って操作

意識あり

気道確保

回復体位

経過観察

児童引き上げ

事故発生

ＡＥＤ通電時刻報告
指示に従って操作

メモをもとに救急隊に経過報告

メモを同乗者に渡す

ＡＥＤ通電時刻報告
指示に従って操作

メモをもとに

救急隊に経過報告

メモを同乗者に渡す

教室のカーテンを閉める教室のカーテンを閉める

事情がわかる児童には聞き取り


